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【出題のねらい】 

本学の数学の入学試験問題は，基礎能力入試，一般入試とも，３題中２題が記述式の大問，残る１題が短答式の

小問集で構成されている。記述式に重きを置くのは，受験者の論理的思考力を調べるためである。これが医療系の

学問修得に必須の力となる。 

【１】は短答式小問集。因数分解の計算技能，要素を列挙する集合表現，連立２次不等式の解法，独立試行の確

率計算など，教科書の例題レベルの問題を集め，基礎基本の定着度を調べた。 

【２】は，２次関数のグラフと x 軸との位置関係から係数条件を絞り込んでいく問題。係数が定まった後，グラフを

かく問題はきわめて基本的。完成したグラフが問題の条件どおり，x 軸に接することが確認できれば，解答に自信

が深まるだろう。 

【３】円に内接する四角形の対角線によって分割された三角形の角や辺の大きさを余弦定理で求め，最後は四角

形の面積へと導かれる問題。余弦定理の利用場面は，３辺から角，２辺挟角から対辺を求めるという，代表的な２

つのパターン。求積問題も基本的。背後に円に内接する四角形の性質への気づきは欠かせない。 


